
  

ＪＲＣ公開授業研究会 

１１月１６日（木）本校においてＪＲＣ公開授業研究会が行われました。これは、令和３年度か

らの３年間、日本赤十字社千葉県支部から千葉県青少年赤十字研究推進校として指定を受けてき

た発表の場でありました。当日は、３年生と６年生の授業を公開し、来賓の皆様や市内の小学校か

ら３０名近くの先生方が参観に来てくださいました。 

〈３年生〉 

・総合的な学習の時間「健康プロジェクト」 

 ３年生では、毎日を健康に過ごすために、運動、食事、睡眠の調和のとれた生活が大切である

ということを、子供たち自身が実感できるよう学習を進めてきました。朝から万歩計を装着し、

１日の運動量を数値で理解したり、給食をとおして食事と栄養バランスの大切さを学んだりして

きました。万歩計を装着した子供たちは、自分の運動量や 

健康について意識するようになり、時には歩数を稼ごうと、

足踏みやもも上げを行うといった、微笑ましい光景を見るこ

ともありました。 

 当日は、体育館で様々な運動を、自分の課題に合わせて 

メニューを考え、一生懸命に取り組むことができました。 

３年生の意欲に満ちた眼や大きな声で挨拶したり、返事をし

たりする姿に、参観者からたくさんの称賛をいただきました。 

〈６年生〉 

・総合的な学習の時間「交歓会の絆 引継ぎプロジェクト～交歓会エキスポを開こう～」 

 ６年生では、本校の伝統行事である片品小との交歓会の 

良さを下級生に伝えていくことで、子供たち自身が「親善」や

「交流」の目的について気付き、実感していくことをねらいと

して取り組んできました。今回の授業では、万博のようなブー

ス形式での発表会を企画しました。子供たちの「やってみた

い！」を大切に、担任とアイディアを出し合いながら素晴らし

い発表を創り上げました。当日は、廊下に木製の手作り銚子電

鉄を走らせたり、コンロでぬれ煎餅体験をしたり、合計７つの

イベント会場が大いに盛り上がりました。 

また、風船を使ったスイカ割りゾーンでは、大きな音が 

苦手な児童を気遣い、「小さな風船のスイカにしようか。」と

声をかけるなど、思いやりあふれる６年生の行動がたくさん

見られました。「相手のために」を考え、相手を楽しませよう

とする子供たちの姿に、６０年近く続いてきた交歓会の精神

が受け継がれていると実感しました。これが明神学区の、 

そして明神小の子供たちの素晴らしさなのだと思います。 

参加者からも、各ブースの仕上がりと子供たちの行動力に、

感嘆の声が上がっていました。 

銚子市立明神小学校学校便り 
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令和５年度 学校教育目標 「心豊かに自律できる子どもの育成」 ～かしこく やさしく たくましい 明神っ子～ 

『学校は子どもにとってワクワク・ドキドキできる場所』 


